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報 告 番 号 甲第 3092 号 氏  名 我妻  康平 
 論文題名 
  Diversity of Gut Microbiota Affecting Serum Level of Undercarboxylated 
Osteocalcin in Patients with Crohn's Disease. 




  これまでの報告で、ビタミン Kの血漿レベルの低下と骨密度の間に関連があること、
また、腸内細菌がビタミン K の維持に寄与することが示唆されている。クローン病  
患者のビタミン K の減少にはいくつかの要因が関与している。クローン病患者に   
おける腸内細菌叢とビタミン K欠乏の代替指標の関係を評価することを目的とした。                                        
 研究方法   
  臨床的に非活動性のクローン病患者 26 人の糞便を収集した。糞便中の腸内細菌から
16S rRNA を抽出し、polymerase chain reaction により増幅した。生成された
polymerase chain reaction 産物は、Illumina Miseq platformによる 16Sメタゲノム
アプローチを使用して分析した。血清 undercarboxylated osteocalcin をビタミン K
欠乏の代替指標として使用した。                                      
 研究成績及び考察 
  臨床的寛解のクローン病患者では、血清 undercarboxylated osteocalcinと平均Chao1 




細菌叢とは異なる傾向を示した。                            
 結論 
  ビタミン K状態を改善するためには、臨床的に非活動性のクローン病患者においても
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る undercarboxylated osteocalcin (以下 uc-OC)の関連を検討することである。寛解期症例
における Chao1 indexと uc-OCには負の相関関係を認めた。今回の症例は臨床的に非活動
性の症例を対象としたが、ビタミンK不足群ではビタミンK正常群と比較して、Firmicutes
門に属する family や、Ruminococcaceae および Lachnospiraceae が有意に少ない結果で
あった。これは既報における活動性の高いクローン病患者の腸内細菌叢と同様の傾向であ
った。クローン病患者のビタミン K の状態を改善するためには、臨床的に非活動性の症例
においても、腸内細菌叢を探索することの重要性が示唆された。 
以上の研究内容に対して審査委員による審査が行われ、医学博士の学位授与に値すると
審査委員全員に認められた。 
 
